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愛知県渥美半島

芦ケ池にヒメビシ

中 井 三 従美

ヒメビシは全国各地の池沼やため池の浅水中に群生す 

る浮葉性の一年草。分布的にはヒシやオニビシより極め 

て少ない。これまで、岐阜県南濃町No.39坊主池、笠松 

町No.44トンボ池、羽島市No.90木曾川右岸の沼、愛知 

県刈谷市No.50大池でヒメビシ漂着果実を採集した。そ 

の後、愛知県渥美町でオニバスの研究をされている伊藤 

三世氏の情報提供で、1989年 8 月 5 日、池No.52芦ケ池 

を再び調査した。池の北側はハス群落（赤花）、南側は 

ヒシ群落で池面が殆んど覆われていた。池を 1周してヒ 

シ属の漂着果実を調べ、北側一帯のハス群落で四剌性小 

形の漂着果実を7個拾った0果実の大きさ、なめらかさ、 

形状から明らかにヒメビシであった。この芦ケ池のヒメ 

ビシは、背腹刺針の逆小剌針は認められない0
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(次号につづく）

篠 遠 先 生 を 悼 む

原田市太郎

本会会員、望天篠遠喜人博士■天（ 1989、 9 月16日）。 

94才。信州詉訪の出自。東 大 •理 •植 、1920 (大 9 ) 年 

卒業。植物遺伝学•細胞学の研究を基盤として、広く 

"科学活動"に活躍0

性染色体を調べられたとき、クロモに関心をもたれた。 

「方々のクロモを集めて、もう一度チュックしたい。東

京周辺に2倍 （体）があった。クロモは染色体が大きい、 

数も多くない、性染色体がまだはっきりしてない、栽培 

も楽である…」というお便りを以前もらいました。

本会発足の第1回大会に出席され、 “お祝いの芳志" 

をいただきました。

私は第13番目あたりの弟子。“単子葉植物の核型調査” 

を先生は一つのテーマとされて居られ、私は“へロビエー 

(沼生群）の核型”という卒論題目をもらいました。こ

れがきっかけで、私は水草にかかわり合ったわけです。 

先生は穏和で包容力の広いお人柄。研 究 •教 育 • 啓蒙

に八面六臂のこ:'活躍でした。静かな信仰のお方でした。 

亡くなられる寸前に、40年間に亘って書き重ねられた 

「私訳聖書」ができ上がり、ご満足のおんことであった 

ろうと拝推申しております。 以上。

投稿規定を定めるにあたって

すでにお気付きかと思いますが、今回より本誌の投稿 

規定を定めました（20頁）。今後は、この規定にしたがっ 

て、投稿いただくようお願いします。

水草研究会会報は、次号で40号となります。この間、 

多くの方から御寄稿をいただき、水草に関するさまさ'ま 

な知見や情報を蓄積してまいりました。そして水辺の自 

然の現状への危機感と関心が高まる中で、この会報の役 

割も、ますます高まってきています。このような状況に 

対し当会報の一層の充実をはかるためには、いくつかの 

課題があります。ひとっは、専門的な報文の寄稿に対応 

できる体裁を整えることです。今回の投稿規定に英文夕 

イトルや英文アブスドラクトのことを加えたのは、その 

ためです。 しかし、これは、当会誌を研究報文中心の専 

門誌にするということを意図したものではありません。 

研究会報として会員の研究発表の場を提供するとともに、 

水草への親しみと理解を増し、かつまた会員相互の親睦
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